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風に揺られてひ～らひら風に揺られてひ～らひら

　伯州綿が使用された「境港手拭」の完成を記念し、

全国のご当地手拭い１３２種類を集めた催し「てぬぐ

いひらひら」が１１月３日（金・祝）から５日（日）

にかけて、海とくらしの史料館で開催されました。

　会場では秋晴れの下、色とりどりの手拭いが風にひ

らひらと揺れ、来場者の目を楽しませていました。

　また、ご当地手拭いの販売や人気投票のほか、伯州

綿の収穫体験や絵本の読み聞かせ、地元のお店が出店

する日替わりマルシェなどもあり、たくさんの人で賑

わいました。



第５８回　境港市表彰式典第５８回　境港市表彰式典
境港市ダイヤモンド婚・金婚記念祝賀式典境港市ダイヤモンド婚・金婚記念祝賀式典

　第58回境港市表彰式典とダイヤモンド婚・金婚記念祝賀式典を11月３日（金・文化の日）に文化ホー

ルで行いました。

　市の発展に大きく寄与された人へ表彰状を贈呈し、永きにわたり苦楽を共に歩んでこられたご夫婦

には、寿詞を贈りました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

善善  

行行  

表表  

彰彰

勤勤  

続続  

表表  

彰彰

◆
人
命
救
助

　

大
橋　

真
一
郎
（
新
屋
町
）

　

林　

勝
太
（
米
川
町
）

　

河
合　

潤
也
（
大
阪
府
）

◆
自
治
会
の
育
成
充
実
に
寄
与

　

　

昇
（
新
屋
町
）

　

植
田　

実
（
誠
道
町
）

　

二
瀬　

信
博
（
湊
町
）

◆
保
護
司
と
し
て

　
　
　
　
　

更
生
保
護
活
動
に
尽
力

　

市
村　

稔
（
幸
神
町
）

◆
消
防
団
員
と
し
て消

防
行
政
に
寄
与

　

松
本　

豊
（
湊
町
）

◆
市
民
の
健
康
づ
く
り
活
動
に
尽
力

　

德
永　

ツ
タ
エ
（
三
軒
屋
町
）

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　

渡
邉　

俊と
し
ひ
ろ裕

（
渡
町
）

◆
職
員
懲
戒
審
査
委
員
会
委
員

　

赤
石　

有
平
（
東
本
町
）

◆
公
平
委
員
会
委
員

　

江
尻　

美
（
上
道
町
）

◆
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員

　

松
本　

憲の
り
あ
き昭

（
中
野
町
）

　

渡
邉　

は
る
み
（
栄
町
）

　

松
野　

充み
つ
た
か孝

（
京
町
）

◆
保
育
園
嘱
託
歯
科
医

　

芹
田　

晃
あ
き
ら

（
渡
町
）

◆
保
育
園
嘱
託
医

　

岡
空　

輝
夫
（
浜
ノ
町
）

◆
農
業
委
員
会
委
員

　

佐
々
木　

隆
（
上
道
町
）

　

角　

興こ
う

（
財
ノ
木
町
）

◆
渡
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員

　

増
岡　

茂
（
渡
町
）

　

品
川　

晴
美
（
渡
町
）

　

門
脇　

登
（
渡
町
）

◆
外
江
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員

　

松
本　

和
弘
（
外
江
町
）

◆
境
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員

　

石
橋　

文
夫
（
上
道
町
）

　

佐
藤　

壽
美
子
（
東
本
町
）

　

竹
内　

健
治
（
松
ヶ
枝
町
）

　

渡
邉　

は
る
み
（
栄
町
）

　

奥
森　

由よ
し
こ子

（
元
町
）

◆
上
道
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員

　

遠
藤　

勝
吉
（
上
道
町
）

　

遠
藤　

道
夫
（
上
道
町
）

　

嶋
川　

咲
子
（
上
道
町
）

　

奥
村　

敏
彦
（
上
道
町
）

◆
余
子
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員

　

原　

進
（
竹
内
町
）

　

小
灘　

俊
朗
（
福
定
町
）

◆
中
浜
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員

　

木
村　

洋
子
（
財
ノ
木
町
）

　

足
立　

宏ひ
ろ
な
り也

（
幸
神
町
）

◆
図
書
館
協
議
会
委
員

　

足
立　

茂
美
（
新
屋
町
）

　

門
　

規き

く

こ

矩
子
（
渡
町
）

◆
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

　

小
灘　

浩
（
福
定
町
）

　

山
本　

美
千
枝
（
竹
内
町
）

◆
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

　

増
岡　

茂
（
渡
町
）

　

池
淵　

佳
代
子
（
中
野
町
）

　

寺
本　

克か
つ
し志

（
上
道
町
）

功功  

労労  

表表  

彰彰

◆
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の

　
　
　
　
　
　

振
興
発
展
に
寄
与

　

梅
木 

千
賀
子
（
元
町
）

◆
教
育
行
政
の
振
興
発
展
に
寄
与

　

佐
々
木　

広
（
福
定
町
）

◆
子
育
て
支
援
の
た
め
に
寄
附

　

北
陽
冷
蔵
株
式
会
社

善 行 表 彰善 行 表 彰

勤 続 表 彰勤 続 表 彰

功　労　表　彰功　労　表　彰
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◇
渡　

町

　

川
口　

昭
一
・
や
ち
よ

◇
森
岡
町

　

　

安や
す
え榮

・
美
智
子

　

木
下　

治は
る
お雄

・
美
知
子

◇
芝　

町

　

佐
藤　

智
昭
・
敬
子

◇
東
本
町

　

江
村　

勇
い
さ
む

・
明
子

◇
朝
日
町

　

大
江　

收
お
さ
む

・
文ふ

み
こ子

◇
相
生
町

　

足
立　

悅え
つ
じ
ろ
う

二
郎
・
大た

づ

こ

津
子

◇
末
広
町

　

林　

年
彦
・
富
恵

◇
明
治
町

　

十そ
ご
う河　

澄
き
よ
し

・
伸
子

◇
湊　

町

　

足
立　

勝
也
・
和
子

　

山
田　

光み
つ
お
き興

・
智
惠
子

　

山
下　

幸ゆ
き
お男

・
文ふ

み

◇
弥
生
町

　

足
田　

勉
つ
と
む

・
滋
子

◇
米
川
町

　

柏
尾　

進
す
す
む

・
京
子

　

永
田　

辰
巳
・
幸
子

　

田
中　

征
一
・
美よ

し
え江

　

岩
根　

延
夫
・
良よ

し
こ子

　

永
田　

孝
た
か
し

・

枝

　

三
輪　

博
美
・
直
子

◇
元　

町

　

松
本　

幸ゆ
き
な
り也

・
富ふ

み

こ

美
子

　

山
本　

健
治
・
豊れ

い
こ子

　

宮
本　

進
す
す
む

・
照
子

　

坪
野　

雅
明
・
美
代
子

◇
上
道
町

　

河
野　

伸
一
・
惠
美
子

　

足
立　

清
三
・
春
江

　

鈴
木　

祥よ
し
み三

・
久
美
子

　

寺
本　

良り
ょ
う
じ次

・
惠
子

　

橋
口　

知も
と
の
ぶ寅

・
晴
子

◇
中
野
町

　

武
澤　

文
雄
・
杉
江

◇
竹
内
町

　

岡
﨑　

好
孝
・

子

　

鷦
鷯　

一か
ず
す
け輔

・
宏
子

◇
高
松
町

　

坂
根　

国
勝
・
芳
子

　

阿
部　

幸
夫
・
美
智
子

◇
誠
道
町

　

高
木　

武
・
弘
子

　

大
古
戸　

宏
・
康
子

　

井
上　

一
は
じ
め

・
公
子

◇
新
屋
町

　

矢
田　

二
郎
・
滿
子

　

松
本　

國
雄
・
梅
子

　

齊
藤　

勇
二
・
松
子

◇
小
篠
津
町

　

永
見　

勝
ま
さ
る

・
裕ひ

ろ
こ子

◇
麦
垣
町

　

角　

善よ
し
か
ず数

・
喜
美
子

◇
幸
神
町

　

濱
田　

英
明
・
澄
江

◇
三
軒
屋
町

　

松
本　

功こ
う

・
須す

み美

金
婚
祝
賀
者

金
婚
祝
賀
者
4343
組組

◇
外
江
町

　

若
林　

巖
い
わ
お

・
ト
キ
子

◇
清
水
町

　

柏
木　

慶
・
眞
喜
子

　

柏
木　

毅き

し

お

士
雄
・
久
美
子

◇
湊　

町

　

山　

健
二
・
笑え

み
こ子

◇
米
川
町

　

武
田　

文
雄
・
暎
子

◇
元　

町

　

周す
ど
う藤　

精き
よ
た
か孝

・
嘉よ

し
こ子

◇
中
野
町

　

松
下　

三さ
ん
ぞ
う三

・
清
子

◇
竹
内
町

　

石
川　

吉よ
し
と人

・
千
鶴

◇
誠
道
町

　

沼
澤　

義
信
・
理
智
子

◇
新
屋
町

　

佐
々
木　

宏
・
后き

み
よ代

◇
幸
神
町

　

岡
田　

昊
ひ
ろ
し

・
清
美

　

桂
木　

啓
・
千
榮
子

　

井
田　

勉
つ
と
む

・
美
鈴

　

中
井　

正ま
さ
み躬

・
曜
子

◇
三
軒
屋
町

　

永
井　

清
一
・
利
枝
子

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

祝
賀
者

祝
賀
者
1515
組組

感感  
謝謝  

状状  

贈贈  

呈呈

◆
絵
画
を
寄
贈

　

岸
田　

隆
志
（
鳥
取
市
）

　

西
垣　

順
子
（
鳥
取
市
）

◆
妖
怪
ブ
ロ
ン
ズ
像
寄
贈

　

有
限
会
社
池
商

　

株
式
会
社
カ
ワ
バ
タ
印
刷

　

環
境
緑
地
株
式
会
社

　

共
和
水
産
株
式
会
社

　

山
陰
信
販
株
式
会
社

　

三
光
株
式
会
社

　

株
式
会
社
Ｃ
Ｔ
Ｒ

　

株
式
会
社
石
販

　

そ
の
こ
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

株
式
会
社
大
昇
食
品

　

有
限
会
社
徳
永
運
送

　

戸
田　

幸さ
ち
ほ保

（
松
ヶ
枝
町
）

　

株
式
会
社
鳥
取
銀
行

　

株
式
会
社
中
海
葬
儀
社

　

マ
ル
コ
フ
ー
ズ
株
式
会
社

　

美
保
テ
ク
ノ
ス
株
式
会
社

　

医
療
法
人
社
団
三
宅
整
形

　
　
　
　
　

・
リ
ハ
ビ
リ
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

有
限
会
社
ユ
ー
・
プ
ラ
ネ
ッ
ト

感謝状贈呈感謝状贈呈

ダイヤモンド婚 寿詞贈呈ダイヤモンド婚 寿詞贈呈

金婚 寿詞贈呈金婚 寿詞贈呈

ダイヤモンド婚・金婚代表謝辞ダイヤモンド婚・金婚代表謝辞

3　平成２９年１２月



公民館まつり公民館まつり
　公民館まつりは、日ごろの学習活動の発表・展示を

行うことで学習成果を広く紹介し、地域文化の発展と

生涯学習活動への意欲向上を図ります。

　企画・運営を地域の皆さんが協力し合い実施するこ

とで、どの会場でも地域に根ざした個性あふれる「ま

つり」となりました。

　ぜひ公民館にお出かけください。

　大声コンテストとメダカ展、メダカすくいを３年連続

で開催しました。今年も人気は衰えず、参加者があふれ

大盛況でした。のべ６３人の中高生ボランティアが会場

の運営とブースでの販売に協力してくれ、大助かりでし

た。

外
江
外
江

　皆さんの力を合わせて開催された境公民館まつり。今

年は長年の定番 ｢味ごはん｣ ｢芋ぼた｣ が中止となり残

念でしたが、各サークルが工夫を凝らした催しを行いま

した。境陶芸クラブは作品展示に加え、「ガラポン抽選会」

も行い、大いに盛り上がりました。

境境

上
道
上
道

　今年はパンダだらけのワークショップを開催しまし

た。大人も子どもも一緒になってバルーンや雑貨を作っ

たり、クイズラリーでは全問正解を目指し、何度も館内

を回る姿が見られました。また、演芸会やバザーも多く

の人で賑わいました。

余
子
余
子

　今年のメインイベントは「煙体験テント」。テントの

中は全く前が見えず、予想以上の臨場感に大人も子ども

も「キャーキャー」と叫びながら出口を探していました。

参加者の１人は「これが本当の火事だったらと思うと恐

ろしいです。良い体験ができました。」と話されました。

　毎年、好評のもちつき販売では、つきたてということ

もあり早くから長い列ができるなど、バザー会場は大変

賑わいました。また、演芸では、地域の芸達者による出

し物で大いに盛り上がりました。

　テーマを【わたしの、みんなの、活力源】～来て、見て、

楽しんで～として、３２の自主講座が、写真付きのパネ

ル展示や演芸発表会を開催しました。白鳳高校郷土芸能

部と境港ウインドアンサンブルも参加し、賑やかな祭に

なりました。来館された皆さんも大変満足の様子でした。

　改修工事のため、例年とは異なる７月の暑い時期の開

催でしたが、たくさんの人にお越しいただきました。平

成２９年３月に完成した集会室では、各サークルによる

演奏・演舞が行われ、聞き応え・見応えがありました。

渡渡

中
浜
中
浜

誠
道
誠
道
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１２月 １月

備　考２８日
（木）

２９日
（金）

３０日
（土）

３１日
（日）

１日
（月）

２日
（火）

３日
（水）

４日
（木）

５日
（金）

施　

設　

の　

名　

称

市   役   所（☎ 44－ 2111） ○ 年末年始休日 ○ ○
婚姻・出生・死亡届などは、
当直者が受け付けます。

市 民 図 書 館（☎47－ 1099） 年末年始休日 ○ ○ 年末は 27 日まで開館

市 民 体 育 館（☎42－ 6770） ○ 年末年始休日 ○ ○

市民温水プール（☎44－ 5885） ○ 年末年始休日 ○
（※） ○ ※ 4日は午後 2時から開館

市 民 会 館（☎47－ 1105） ○ 年末年始休日 ○ ○

文 化 ホ ー ル（☎44－ 1000） ○ 年末年始休日 ○ ○

海とくらしの史料館（☎ 44－ 2000） ○ 年末年始休日 ○ ○

さかいポートサウナ（☎ 44－ 4060） ○ ○ ○
（※）

○
（※）

年始
休日

○
（※）

○
（※） ○ ○

※ 30、31 日は 10：00 ～ 19：
00（最終受付 18：30）
※ 2、3日は 10：00 ～ 15：00（最
終受付 14：30）

観 光 案 内 所（☎47－ 0121） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 営業時間は 9：00 ～ 17：00

物産観光センター・
みなとまち商店街（☎47－ 3710）

○ ○ ○ ○
（※） ○ ○ ○ ○ ○

営業時間は 9：00 ～ 17：00
※ 31 日のみ 15：00 まで

夢 みなとタワー（☎47－ 3800） ○ ○ ○ ○ ○
（※） ○ ○ ○ ○

※ 1日は 7：00 から初日の出
を見るつどいを開催

水木しげる記念館（☎42－ 2171） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
営業時間 9：30 ～ 17：00（受
付は 16：30 まで）

市民活動センター（☎47－ 1204） ○ 年末年始休日 ○ ○

市民総合ボランティアセンター（☎ 47－ 1206） ○ 年末年始休日 ○ ○

１２月 １月

備　考２８日
（木）

２９日
（金）

３０日
（土）

３１日
（日）

１日
（月）

２日
（火）

３日
（水）

４日
（木）

５日
（金）

ご
み
の
収
集
・
自
己
搬
入

収　

集

可燃ごみ

【収集に関する
問い合わせ先】
清掃センター
（☎42ー 3803）

○ ○ × 年末年始休日 ○ ○ ◇収集該当曜日の地区のみ収
　集です。当日 8：00 までに
　出してください。
◇ 1日、3日の不燃ごみはそ
　れぞれ翌週に、3日の古紙
　類収集は10日に収集します。
◇ビン缶類の 2日～ 4日の収
　集はありません。

軟質プラスチック類 ○ ○ × 年末年始休日 ○ ○

古紙類 × × × 年末年始休日 × ×

不燃ごみ × × × 年末年始休日 × ×

ビン缶類 ○ × × 年末年始休日 × ○

自
己
搬
入

可燃ごみ、軟質プ
ラスチック類、古
紙類、ペットボト
ル・白色トレイ、
可燃性性粗大ごみ
（衣類・布団類）

【搬入・
問い合わせ先】
清掃センター
（☎42ー 3803）

○

○
臨時

8：45

～

正午

○
臨時

8：45

～

正午

年末年始休日 ○ ○

自己搬入は、下記の時間内に

搬入してください。

【通常日】
　8：45 ～ 17：00

【臨時受入日（29、30 日）】
　8：45 ～正午

不燃ごみ、ビン
缶類、有害ごみ、
不燃性粗大ご
み、可燃性粗大
ごみ（家具類）

【搬入・
問い合わせ先】
リサイクルセンター
（☎ 45ー 8626）

は ま る ー ぷ バ ス（☎44－ 1140） ○ ○ ○ 年末年始運休日 ○ ○

し 尿 く み 取 り（☎45－ 5661） ○ ○ 年末年始休日 ○ ○

済生会境港総合病院（☎42－ 3161） ○ 年末年始休日 ○ ○

日曜休日応急診療所（☎44－ 4173） × × × ○ 年始
休日 ○ ○ × ×

診療時間は 10：00 ～正午、
13：30 ～ 17：00

年末年始の業務のお知らせ年末年始の業務のお知らせ

5　平成２９年１２月



　中海・宍道湖・大山圏域市長会は、中海と宍道湖沿岸の５市（出雲市、松江市、安来市、米子市、境港市）
で構成し、「産業振興」、「観光振興」、「環境の充実」、「連携と協働」の４つの基本方針のもと、連携して
事業に取り組んでいます。

■平成２９年８月以降に実施したイベントや取り組み

子ども探検クルーズ in宍道湖　（８月９日）

　小学生約３０人が遊覧船で宍道湖を巡りながら、湖底の水質
やシジミなど豊かな自然環境について学習しました。
※中海での開催は、８月１０日の予定でしたが、雨天のため中止となりま

　した。

クルーズ客船寄港増に向けたトップセールス　（１０月１１日～１３日）

　中海・宍道湖・大山圏域市長会は、関係団体と連携し境
さかいこう

港へ
のクルーズ客船の寄港増に向けた取り組みを積極的に行ってい
ます。しかしながら、全国各地で行われている誘致競争の激化
などにより、今年度寄港回数が最も多いコスタ・クルーズ社の
来年度の寄港回数が、大幅に減便される予定となっています。
　そこで、圏域の市長（トップ）が自ら乗船し、同社幹部へ寄
港増と乗下船港への選定を直接要請しました。また、境港岸壁
において乗船客への圏域ＰＲ活動や寄港地におけるニーズ調査
なども行いました。

中海・宍道湖・大山圏域 産学・医工連携推進協議会の設立　（１０月２３日）

　本圏域は、２つの大学附属病院や県立の総合病院など医療機関が集積しているとともに、優れた技術
を持つ企業の集積地でもあります。この圏域の強みを生かし、医工連携の取り組みを総合的に推進して
いくため、産学・医工連携推進協議会を設立しました。医工連携の専門家である「コンシェルジュ」を
配置し、医療機関のニーズと企業が持つ技術とのマッチングを行い、医療機器の開発や販路開拓を一体
的に支援していきます。
　産業振興や雇用創出、若者の定住促進にも繋がることが期待され、圏域全体の発展に寄与する事業が
本格的に始動しました。

■中海・宍道湖・大山圏域市長会ホームページ

　http://www.nakaumi.jp/

■問い合わせ先

　地域振興課企画係　（☎４７－１０２４）

中海・宍道湖・大山圏域市長会の紹介（第４回）
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市職員の

給与等の状況をお知らせします
■人件費の状況（平成 28 年度普通会計決算）

住民基本台帳人口
H29.3.31

歳出額
（Ａ）

人件費
（Ｂ）

人件費率
（Ｂ／Ａ）

人
34,547

千円
16,187,055

千円
2,183,029

％
13.5

※人件費には特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

　職員、議員などの給与とは報酬、給料 ( 基本給 )、

各種手当 ( 扶養、通勤手当など ) のことで、これら

は条例に基づき支給されています。平成 29 年 4 月

現在の状況を市民の皆さんにお知らせします。

■平均給料月額と初任給の状況（平成 29 年 4月 1日現在）

平均給料月額 平均年齢
325,200 円 43.3 歳

※一般行政職（給料月額には、各種手当は含みません。）

区　　　分 境港市 国
初　任　給
( 一般行政職 )

大学卒 167,600 円 178,200 円
高校卒 146,100 円 146,100 円

■特別職の給与（平成 29 年 4月 1日現在 )

区　分 給料・報酬月額 期末手当

市　長 945,000 円
月額給料 ( 報酬 ) に 40% を
加算し、それに次の数を乗
じた額
　　 ６月期　 1.55 月分
　 １２月期　 1.70 月分 
　　　 計　　 3.25 月分

副市長 781,000 円

教育長 661,000 円

議　長 487,800 円

副議長 414,000 円

議　員 385,200 円

■主な職員手当の状況（平成 29 年 4月 1日現在）
①期末・勤勉手当（民間企業のボーナスなどに相当）

区　分 期末手当 勤勉手当 計
6月期 1.225 月分 0.85 月分 2.075 月分
12 月期 1.375 月分 0.85 月分 2.225 月分
計 2.6 月分 1.7 月分 4.3 月分

②退職手当

区　分 自己都合 定年等
勤続 20 年 20.445 月分 25.55625 月分
勤続 25 年 29.145 月分 34.5825 月分
勤続 35 年 41.325 月分 49.59 月分

③毎月支給される手当

区　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

扶養手当

配偶者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月額　10,000 円
子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１人につき月額　  8,000 円
父母等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１人につき月額　  6,500 円
配偶者のない職員の扶養親族のうち１人目の子　　　　　　　　　　　　　　　月額　10,000 円
配偶者および子のない職員の扶養親族のうち１人目　　　　　　　　　　　　　月額　  9,000 円
満 16 歳年度始めから満 22 歳年度末までの子　　　　　　　　　　　　１人の加算額　  5,000 円

住居手当 月額 12,000 円を超える家賃（借家等）を支払っている職員  　　　　月額 27,000 円を限度に支給

通勤手当
交通機関等利用者　　　　　　　　　　　　　  　 　運賃等に応じ、月額 55,000 円を限度に支給
自動車等使用者　　　　　　　　　　　　　　 　通勤距離に応じ、月額 2,200 ～ 46,400 円を支給

管理職手当 管理または監督の地位の職員　　　　　　　　　  　職責に応じ、月額 35,700 ～ 70,500 円を支給

※そのほか、正規の勤務時間を超えて勤務した場合に支給される時間外勤務手当、著しく危険、不快、不健康
　などの業務に従事した場合に支給される特殊勤務手当などがあります。
※特別職には支給はありません。

■職員数の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）

議会 総務 税務 民生 衛生 農林水産 商工 土木 教育 下水道 その他 合計
平成 29 年 4 月 4 47 19 56 25 13 9 29 21 11 10 244
平成 28 年 4 月 4 47 20 54 26 11 11 28 20 11 10 242
平成 24 年 4 月 4 47 20 56 30 10 11 23 22 11 10 244

※職員数は、一般職に属する職員のうち、臨時・非常勤職員を除いたものです。

■問い合わせ先　総務課職員係（☎４７－１００９　Mail soumu@city.sakaiminato.lg.jp）
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▼問い合わせ先

　財政課財政係

　（☎４７－１０１２）

区　分 ２８年度決算額 ２７年度決算額 伸び率

自

主

財

源

市 税 39 億 2,231 万円 37 億 4,553 万円 4.7％

諸 収 入 15 億 1,750 万円 16 億 8,625 万円 ▲ 10.0％

寄 附 金 4億 5,423 万円 2億 9,539 万円 53.8％

繰 入 金 3億 9,769 万円 6億 2,218 万円 ▲ 36.1％

繰 越 金 3億 6,983 万円 5億 1,968 万円 ▲ 28.8％

使用料および手数料 3億 4,184 万円 3億 4,165 万円 0.1％

分担金および負担金 1億 8,656 万円 2億 0,082 万円 ▲ 7.1％

財 産 収 入 2,173 万円 2,775 万円 ▲ 21.7％

計 72 億 1,169 万円 74 億 3,925 万円 ▲ 3.1％

依

存

財

源

地 方 交 付 税 35 億 5,081 万円 36 億 1,665 万円 ▲ 1.8％

国 庫 支 出 金 25 億 6,790 万円 23 億 1,432 万円 11.0％

県 支 出 金 11 億　429 万円 12 億 0,711 万円 ▲ 8.5％

市 債 10 億 6,690 万円 11 億 9,050 万円 ▲ 10.4％

譲与税・交付金 9億 4,271 万円 10 億 0,392 万円 ▲ 6.1％

計 92 億 3,261 万円 93 億 3,250 万円 ▲ 1.1％

合　　計　 164 億 4,430 万円 167 億 7,175 万円 ▲ 2.0％

平成２8年度決算の概要平成２8年度決算の概要
　一般会計を中心に概要をお知らせします。

　平成 28 年度は、市民体育館や上道公民館等の耐震改修および渡公民館集会室の新築などの

投資事業を行うとともに、「子育て世代包括支援センター」の開設や、子どもの医療費助成の対

象年齢を拡大するなど市民サービスの更なる充実に取り組みました。

　一般会計は、歳入から歳出を差し引いた額が 2 億 4,238 万円の黒字、そこから翌年度に繰り

越すべき財源 6,623 万円を除いた実質的な黒字額が 1 億 7,615 万円となりました。

　また、市債（借金）残高は、125 億円と前年度比では約 2 億 8 千万円の減となっており、臨

時財政対策債を除く実質的な市債残高は、ピーク時の 4 割程度に減少するなど、「自立・持続可

能な財政基盤の確立」への取り組みの成果が表れたものとなっています。

　特別会計については、左ページの表のとおりです。

一般会計歳入の状況一般会計歳入の状況

　歳入総額は 164 億 4,430 万円

で、前年度より 3 億 2,745 万円

（2.0%) 減となりました。

　自主財源は、ふるさと納税に

よる寄附金が増えたものの、基

金の繰入金やプレミアム付き商

品券事業の終了などによる諸収

入の減により、前年度比 2 億

2,756 万円（3.1%）の減となり

ました。

　依存財源は、小・中学校の体

育館の耐震対策の終了などによ

る市債の減などにより、前年度

比 9,989 万円（1.1%) の減とな

りました。

歳　

入

一般会計歳入一般会計歳入
164 億 4,430 万円164 億 4,430 万円

自主財源自主財源
43.9％43.9％

依存財源依存財源
56.1％56.1％

市税
39 億 2,231 万円 (23.9%)
市民税、固定資産税、たばこ税など

諸収入
15 億 1,750 万円 (9.2%)
貸付金の元利収入など

繰入金
3 億 9,769 万円 (2.4%)
基金 ( 貯金 ) を取り崩したお金

寄附金
4 億 5,423 万円 (2.8%)
ふるさと納税、一般寄附など

使用料および手数料
3 億 4,184 万円 (2.1%)
市営住宅などの公共施設の使用料や、
ごみ処理の手数料など

そのほか
2 億 0,829 万円 (1.3%)
保育料、財産収入など

地方交付税
35 億 5,081 万円 (21.6%)
国税の一部が、市の財政状況など

に応じて交付されるお金

国庫支出金
25億6,790万円 (15.6%)
市が行う事業に対する国

からの負担金や補助金

県支出金
11 億 0,429 万円 (6.7%)
市が行う事業に対する県

からの負担金や補助金

市債
10 億 6,690 万円 (6.5%)
投資事業などを行うために

借り入れたお金（借金）

譲与税・交付金
9 億 4,271 万円 (5.7%)
地方消費税から配分されるお金など

繰越金
3 億 6,983 万円 (2.2%)
前年度から持ち越したお金

※臨時財政対策債とは…
　地方交付税の交付原資の不足に伴い、地方交付税に代わる一般財源として、特例的に発行が認めら
れている市債。市債発行に伴う元利償還金の全額が後年度の地方交付税に算入されます。
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会計名 歳入決算額 歳出決算額

国民健康保険費 49 億 1,304 万円 46 億 6,123 万円

駐 車 場 費 2,952 万円 1億 9,528 万円

下 水 道 事 業 費 29 億 7,470 万円 29 億 5,990 万円

高齢者住宅整備
資金貸付事業費

131 万円 60 万円

介 護 保 険 費 36 億 1,060 万円 35 億 0,873 万円

土地区画整理費 17 万円 4億 9,115 万円

市 場 事 業 費 1億 2,650 万円 1億 2,380 万円

後期高齢者医療費 3億 7,500 万円 3億 7,458 万円

特別会計歳入歳出の状況特別会計歳入歳出の状況

一般会計歳出の状況一般会計歳出の状況

　歳出総額は 162 億 192 万円

で、前年度より 2 億円（1.2%)

の減となりました。

　ふるさと納税ＰＲ事業の増な

どにより総務費が前年度比 2 億

1,159 万円（10.6%）の増とな

りました。

　プレミアム付き商品券事業の

終了、企業立地および雇用拡大

推進事業補助金の減などにより

商工費が前年度比 7 億 1,402 万

円 (32.1%）の大幅な減となり

ました。

区　分 ２８年度決算額 ２７年度決算額 伸び率

民 生 費 55 億 7,827 万円 54 億 0,698 万円 3.2％

総 務 費 22 億 0,306 万円 19 億 9,147 万円 10.6％

教 育 費 18 億 1,474 万円 17 億 1,674 万円 5.7％

土 木 費 15 億 5,948 万円 15 億 0,691 万円 3.5％

商 工 費 15 億 1,183 万円 22 億 2,585 万円 ▲ 32.1％

公 債 費 14 億 5,877 万円 14 億 2,382 万円 2.5％

衛 生 費 11 億 6,800 万円 11 億 1,115 万円 5.1％

消 防 費 5億 0,912 万円 4億 8,267 万円 5.5％

農 林 水 産 業 費 2億 0,889 万円 3億 3,745 万円 ▲ 38.1％

議 会 費 1億 7,682 万円 1億 8,566 万円 ▲ 4.8％

労 働 費 1,294 万円 1,322 万円 ▲ 2.1％

合　　計 162 億 0,192 万円 164 億 0,192 万円 ▲ 1.2％

民生費
55 億 7,827 万円 (34.4%)
障がい者、高齢者、子育て

など福祉に関する経費

一般会計歳出一般会計歳出
162 億162 億　192 万円192 万円

教育費
18 億 1,474 万円 (11.2%)
小・中学校や学校給食センター、幼
稚園、図書館、公民館、体育施設な

どに関する経費

総務費
22 億 0,306 万円 (13.6%)
課税徴収、市民窓口などに関する経費

土木費
15 億 5,948 万円 (9.6%)
道路、公園の整備や維持管理、市営
住宅の管理などに関する経費

商工費
15 億 1,183 万円 (9.3%)
各種資金融資、観光振興な

どに関する経費

公債費
14 億 5,877 万円 (9.0%)
市が借り入れた市債（借金）
などの返済に関する経費

衛生費
11 億 6,800 万円 (7.2%)
健康診断、ごみ処理など

に関する経費

消防費
5 億 0,912 万円 (3.2%)
消防に関する経費

農林水産業費
2 億 0,889 万円 (1.3%)
農業、林業、水産業の振

興などに関する経費

議会費
1 億 7,682 万円 (1.1%)
議会の運営に関する経費

労働費
1,294 万円 (0.1%)
雇用対策などに関する経費

歳　

出

市債残高・基金現在高の推移市債残高・基金現在高の推移
※普通会計 単位（億円）

0

20

40

60

80

100

120

140

H23 H24 H25 H26 H27 H28
※普通会計とは、会計の組み方が自治体ごとに
異なるため、統計的に財政比較が可能な仮の会
計として用いられるものです。

9　平成２９年１２月



～さかいみなと　まちの話題　～まちの話題　～

市
民
グ
ル
ー
プ
活
動
紹
介

 芸術作品に触れ、感性を育む
　アートスタート事業

　アートスタート事業の一環として、１０月２９日（日）

に保健相談センターで、劇団むうによる人形劇「こぎつね

コンとこだぬきポン」が上演され、多くの子どもたちが来

場しました。

　アートスタートとは、小さな子どもたちが芸術作品に触

れる機会のことで、小さいころから芸術作品に触れ、体験

することで、子どもたちの豊かな感性と創造性を育むこと

につながります。目の前で行われた生の芸術作品に、子ど

もたちは真剣に見入っていました。

 防災意識を高めましょう
　原子力防災訓練（住民避難訓練）

　島根原子力発電所での事故発生により、広域避難が必要

となったという想定で、バスやＪＲなどの多様な移動手段

による住民避難や緊急時の対応方法などの検証を行う原子

力防災訓練が、１１月１９日（日）に実施されました。

　今回の訓練では、安定ヨウ素剤服用訓練やイオンモール

日吉津を会場とした避難退域時検査などを実施し、災害時

避難の一連の流れを訓練しました。

　市や地域で行われる防災訓練に積極的に参加し、日頃か

ら防災意識を高め、災害時への対策をとっておきましょう。

《
は
ら
だ
と
し
こ

詩う
た

画え

て
が
み
教
室
》

【
団
体
紹
介
】

　

―
活
動
を
開
始
し
て
か
れ
こ
れ
20
年
―

　

40
歳
だ
っ
た
人
が
60
歳
。
60
歳
だ
っ
た
人

が
80
歳
…
。
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
飽

き
ず
に
、
懲
り
ず
に
長
く
続
く
と
い
う
こ
と

は
「
楽
し
い
か
ら
」
そ
の
一
言
に
尽
き
ま
す
。

書
き
た
い
こ
と
ば
を
書
く
。
描
き
た
い
絵
を

描
く
。
キ
ャ
リ
ア
や
技
術
の
優
劣
に
は
関
係

の
な
い
、
た
だ
一
人
の
人
の
個
性
が
キ
ラ
リ

と
光
る
。
そ
ん
な
教
室
で
す
。

【
主
な
活
動
内
容
】

　

毎
月
第
３
月
曜
日
の
午
前
10
時
か
ら
正
午

ま
で
、
中
浜
公
民
館
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

草
花
や
果
物
な
ど
、
描
き
た
い
も
の
を
そ

れ
ぞ
れ
持
ち
寄
り
、
は
が
き
に
顔が

ん

彩さ
い

・
パ
ス

テ
ル
な
ど
で
描
き
、
こ
と
ば
を
添
え
ま
す
。

　

興
味
が
あ
る
人
は
、
見
学
も
随
時
で
き
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

　
「
絵
ご
こ
ろ
」
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
ー
と

よ
く
耳
に
し
ま
す
。
ど
の
人
も
絵
ご
こ
ろ
を

持
っ
て
い
る
の
に
、
上
手
く
描
こ
う
と
し
た

り
、
ほ
め
ら
れ
た
い
と
思
う
心
が
邪
魔
を
し

て
、描
け
な
く
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

身
の
丈
で
い
い
。
あ
り
の
ま
ま
で
い
い
。

自
分
に
し
か
描
け
な
い
絵
や
字
や
こ
と
ば
な

ら
誰
に
で
も
描
け
ま
す
。
人
と
比
べ
な
い
。

人
と
比
べ
ら
れ
な
い
た
だ
一
人
の
自
分
。
そ

の
自
分
の
、
世
界
に
１
枚
し
か
な
い
作
品
。

こ
と
ば
が
絵
を
助
け
、
絵
が
こ
と
ば
や
字
を

助
け
ま
す
。
大
丈
夫
、
気
長
に
行
け
ば
い
い

と
思
い
ま
す
。行
き
先
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

は
ら
だ
と
し
こ
詩
画
て
が
み
教
室

　

代
表　

は
ら
だ
と
し
こ
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
☎
23
‐
０
３
６
５
）

講
師

：

は
ら
だ
と
し
こ

市報さかいみなと　10



～さかいみなと　まちの話題　～～さかいみなと　

 市民の山ってどんなところ？
　“歩いて学ぶ”私たちの「境港市民の山」散策ツアー

　日南町阿
あ

毘
び

縁
れ

にある「境港市民の山」を広く皆さんに知っ

ていただくために、１１月１２日（日）に「境港市民の山」

散策ツアーが開催されました。

　市民の山について学ぶため、林道を約２㎞散策しながら

説明を受けたほか、市民の山の木を使った箸作り体験や飲

料水工場を見学しました。

　参加者は、実際に体験することで、普段平地に暮らす私

たちが受けている山や木の恩恵や、山を守り育てることの

大切さを学ぶよい機会となりました。

どれだけたくさん積めるかな
　第１５回ゲゲゲのゲタつみ大会

　水木しげるロード振興会では、鬼太郎のトレードマーク

である下駄を制限時間内に何個積みあげられるか競う「ゲ

ゲゲのゲタつみ大会」を下駄の日である１１月１１日前後

の週末に毎年開催しています。

　１５回目となる今年は、下駄の日の１１月１１日（土）に、

水木しげる記念館前庭で開催され、水木しげるロードを訪

れた観光客などが参加していました。

　参加者たちは積み方に工夫を凝らし、より多くの下駄を

積み上げようと真剣に取り組んでいました。

皆さんのグループの活動を市報で
　　　　　　　紹介してみませんか？

　市報さかいみなとでは、市内で活動されているグループを毎月紹介しています。

　皆さんのグループ活動の様子を、市民に広く知っていただく、一助となればと考えています。

　芸術、スポーツ、ボランティアなど、市内で活動されているグループはもちろん、各地区の公民館を

会場に活動されている自主活動サークルの皆さんも大歓迎です！

　グループで開催されるイベント案内も兼ねて、グループの活動を紹介していただいてもかまいません。

また、ご希望があれば、活動風景の取材・撮影にも伺いますので、お気軽にお問い合わせください。

▼申し込み・問い合わせ先
　地域振興課広報情報係
　　☎４７－１０１０

　 　 Mail chiikishinkou@city.sakaimianto.lg.jp

11　平成２９年１２月



情報あらかると

境港警察署からのお知らせ境港警察署からのお知らせ

　年末年始は、人や車の動きがあわただしくなり、｢高

齢者等をターゲットにした還付金詐欺などの特殊詐欺事

件｣、｢金融機関やコンビニエンスストアなどをねらっ

た強盗事件｣、｢空き巣・ひったくり・車上ねらいなど

の窃盗事件｣、｢飲酒運転、交通死亡事故などの重大事

故｣ などが起こりやすい時期となります。

　警察では、こうした犯罪や事故を抑止するため、１２

月１日（金）から来年１月４日（木）までの間、市民の

皆さんの協力を得て、年末年始の特別警戒取締りを実施

します。犯罪や事故に遭わないよう、次のことに注意し

てください。

◇特殊詐欺被害防止のため、固定電話は常に「留守番電

　話設定」にし、あわせて固定電話と携帯電話を「非通

　知着信拒否設定」にしておきましょう。

◇外出の際、わずかな時間でも、ドアや窓の鍵を確実に

　掛けましょう。

◇車から離れる際は、必ずドアロックをして、車内にバッ　

　グ、携帯電話等の貴重品を置かないようにしましょう。

◇自転車には、二重ロックをしましょう。

◇飲酒運転、無謀運転、無理な追い越しは止めましょう。

◇夜間、外出する際は、明るい服を着用するか、反射材

　を身につけましょう。

境港警察署（☎ 44 － 0110）

年末年始の特別警戒取締り

自治防災課危機管理室（☎ 47 － 1071）

　この時期は、空気が乾燥し、暖房器具を使う機会も多

くなることから、火災が非常に発生しやすくなります。

火災予防の意識を高めましょう。

【火災発生時の３原則】

①早く知らせる

　大きな声で「火事だ！」と叫び、近隣に知らせる。声

が出ないときは、音が出るものをたたく。どんな小さな

火災でも１１９番通報をする。

②早く消す

　消火器や水にこだわらず、濡らした毛布を被せるなど、

身近な物を利用する。炎が天井に届いたときは避難する。

③早く逃げる

　無理せず早めに避難する。避難するとき可能ならば、

部屋の窓やドアを締め空気を遮断する。

【火災に備える日頃のポイント】

◇家の周りに燃えやすいものを置かない

◇コンロから離れない

◇子どもの火遊びに注意

◇配線周りはきれいにする

◇寝たばこ、ポイ捨ては厳禁

◇住宅用火災報知器の点検をする

◇ストーブやヒーターの清掃、周りの整頓

21日頃からの災害への備え日頃からの災害への備え

火災対策について

　

【
境
さ
ん
こ
節
】

　

境
港
市
文
化
財
保
護
審
議
会
で
調
査
・

審
議
さ
れ
て
き
た
「
境
さ
ん
こ
節
」
が
、

11
月
６
日
付
で
境
港
市
無
形
民
俗
文
化
財

と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。（
継
承
保
持

さ
れ
る
の
は
「
境
さ
ん
こ
節
保
存
会
」
の

皆
さ
ん
で
す
。）　

　

北
前
船
が
盛
ん
に
往
来
す
る
時
代
、
境

港
に
雲
州
広
瀬
生
ま
れ
の
「
お
さ
ん
」
と

い
う
唄
が
と
て
も
上
手
な
女
性
が
い
ま
し

た
。
お
さ
ん
は
、
出で

船ふ
ね

入い
り

船ふ
ね

の
船
頭
が
歌

う
荷
揚
げ
唄
「
佐
渡
お
け
さ
」
や
「
追
分

節
」
な
ど
、
諸
国
の
民
謡
を
聞
く
う
ち

に
、
こ
の
地
方
に
即
し
た
独
特
の
唄
「
さ

ん
こ
節
」
を
編
み
出
し
、
北
前
船
の
船
頭

ら
の
酒
席
を
そ
の
美
声
で
盛
り
上
げ
ま
し

た
。
こ
れ
が
海か

い

路ろ

船ふ
な

人び
と

達
に
よ
り
広
め
ら

れ
、
瀬
戸
内
海
で
は
周
防
大
島
や
祝
島
な

ど
で
、
日
本
海
側
で
は
北
は
江え

さ
し差

に
至
る

各
港
で
、「
さ
ん
こ
節
」「
出
雲
節
」
と
し

て
歌
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
境
さ
ん
こ
節

の
起
源
で
あ
り
、
安
来
節
の
元
唄
に
な
っ

た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

境
さ
ん
こ
節
は
時
代
と
と
も
に
変
化
し

て
行
き
ま
す
が
、
境
港
が
北
前
船
の
交
易

に
よ
り
発
展
し
た
こ
と
は
、
唄
か
ら
も
よ

く
わ
か
り
ま
す
。

【
全
盛
期
の
頃
の
唄
】

　

さ
て
も
見
事
や　

境
の
港

　

東
の
入
口
御
台
場
で

　

西
は
御お

為か
わ
せ替

御お

倉く
ら

な
り

　

千
石
船
で
も
横
づ
け
に

　

伝て
ん

馬ま

い
ら
ず
の
良
い
港

　

少
し
離
れ
て
遊ゆ

う

亀き

町ま
ち

　

玉
屋
に
飴
屋
に
丹
羽
の
茶
屋
・
・
・

　

こ
の
境
さ
ん
こ
節
は
、
こ
の
町
の
成
り

立
ち
を
語
る
う
え
で
も
大
切
な
も
の
で
あ

り
、
ま
た
鳥
取
県
下
で
貝
が
ら
節
と
と
も

に
、
お
お
よ
そ
２
世
紀
に
渡
り
伝
承
さ
れ

て
き
た
数
少
な
い
民
謡
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
境
港
市
の
大
切
な
伝
統
芸
能
と
し
て
多

く
の
市
民
に
愛
さ
れ
る
よ
う
に
、
永
く
保

存
・
普
及
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

境
さ
ん
こ
節
保
存
会
は
、
日
頃
か
ら
た

ゆ
ま
ぬ
練
習
を
さ
れ
、
桜
ま
つ
り
や
敬
老

会
な
ど
、
市
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
で
そ
の
魅

力
と
大
切
さ
を
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　（
参
考
）「
境
港
市
史
」「
日
本
民
謡
大
観
」

「
境
港
沿
革
史
」「
弓
浜
民み

ん

談だ
ん

抄
し
ょ
う

」「
安
来
節
」

境
港
史
話
『
温
故
知
新
』（

境
港
史
話
『
温
故
知
新
』（
５５
））　　

　
　
　

　
　
　

  

〜〜
北
前
船
⑤

北
前
船
⑤
〜〜

みなと祭踊りパレードで楽しく踊る市民
（昭和４２年）

かない
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情報あらかると

【事例１】

　運送会社からの請求メールがパソコンに届いた。添付

ファイルから請求書を取得するように書かれているが利

用しておらず請求を受ける覚えがない。業者に問い合わ

せたところメールを送った事実はなく、添付ファイルを

開くことでコンピューターウイルスに感染する恐れがあ

ると言われた。

【事例２】

　通販会社の名前で有料サイトの未納料金を請求するＳ

ＭＳ（ショートメッセージサービス）が届いた。今日中

に連絡しなければ法的措置を取ると書かれていたので電

話したところ、高額な利用料を払えと言われた。

【アドバイス】

○不審なメールやＳＭＳが届いた時は、メール等に記載

　されている連絡先に電話をかけたり、本文中のＵＲＬ

　をクリックしたり添付ファイルを開いたりしてはいけ

　ません。心当たりがないメール等は開かずに削除しま

　しょう。

○偽サイトに誘導して個人情報やクレジットカード等の

　情報を入力させるフィッシングの手口も見られます。

○実在する事業者名が記載されているメールやＳＭＳが

　届いて不安を感じた時は、事業者のホームページや問

　い合わせ窓口に、事業者名をかたるメール等の注意喚

　起がないか確認しましょう。

■相談受付時間　毎週月～金曜日

　午前９時～正午、午後１時～４時

実在する業者名をかたって届く
　不審なメールやＳＭＳにはご注意ください

消費生活相談室（☎ 47 － 1106  FAX 44 － 7957）

187消費生活相談室です消費生活相談室です

　公共交通機関が少ない地域では、自家用車の利用率

が高くなり、歩くことが少なくなっていきます。

　平成２８年に厚生労働省が２０歳から６４歳の人を

調査したところ、平均歩数のランキングで鳥取県は男

性が下から４番目、女性は下から２番目と、あまり歩

かないという結果が出ました。

　筋肉は使わなければどんどん衰えていきます。普段

あまり運動をしないと、３０歳ごろから毎年０．５％

から１％程度減少するとも言われています。同様に関

節も動かさなければ固くなり、動く範囲も狭くなりま

す。しかし、きちんと鍛えれば歳をとっても筋肉を増

やしたり、関節の動きを良くすることはできます。

　無理のない範囲での散歩やウォーキングのほか、公

民館や市民体育館、スポーツジムなどで自分に適した

体操や筋肉のトレーニングに取り組んでみましょう。

健康づくりだけでなく、姿勢も良くなり、見た目の若々

しさなどにも効果があらわれるかもしれません。また、

歩く力をつけることは、介護予防にもつながります。

　ただし、治療中の人は、運動を始める前に必ず主治

医に相談してください。それ以外の人も健康診査など

を受け、体に異常がないことの確認が大切です。そし

て、ウォーキングなどの際には反射タスキをつけるな

ど、事故防止対策もしっかり行ってください。

保健師の
　ちょっと一言

運動習慣で若々しく！

地域振興課人権政策室（☎ 47 － 1102）

みんなで拓く人権文化みんなで拓く人権文化 172

あれから４０年
～拉致問題の早期解決を～　　　　

　昭和５２年１０月２１日に、米子市和田町在住の松

本京子さんが行方不明になってから、４０年が経ちま

した。平成１４年１０月、拉致被害者のうち５人の帰

国が実現しましたが、その後、北朝鮮当局からの納得

のいく説明はありません。家族の高齢化等、一刻も早

い解決が望まれます。

　北朝鮮当局による拉致問題は、だれでも突然連れ去

られる可能性があった事件であり、拉致被害者やその

家族だけの問題ではなく、国民すべての課題だといえ

ます。

　解決を願う国民の声が、大きな国際世論となり、拉

致問題の早期解決へ大きな支援となります。

　市民の皆さんと共に考えたい「国民的課題」です。
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北朝鮮人権侵害問題啓発週間
１２月１０日から１６日までの１週間

13　平成２９年１２月
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有　

料　

広　

告

成

人

式

　

12
月
５
日
（
火
）
ま
で
に
案
内
状

が
届
か
な
い
場
合
は
、
生
涯
学
習
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
対　

象

　

平
成
９
年
４
月
２
日
〜
平
成
10
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

▼
と　

き　

来
年
１
月
７
日
（
日
）

◇
受　

付

　

午
後
０
時
30
分
〜
１
時
15
分

◇
開　

式　

午
後
１
時
30
分

※
式
典
は
１
時
間
程
度

▼
と
こ
ろ　

文
化
ホ
ー
ル

▼
問
い
合
わ
せ
先　

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
１
）

市
民
図
書
館
の
休
館

　

分
館
か
ら
本
館
２
階
へ
の
事
務
室

お
よ
び
市
史
編
さ
ん
室
移
転
等
作
業

の
た
め
、
市
民
図
書
館
を
次
の
期
間

休
館
し
ま
す
。

　

ま
た
、
移
転
に
伴
い
、
来
年
３
月

11
日
以
降
、
本
館
２
階
の
閲
覧
室
・

学
習
室
が
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

▼
と　

き

　

来
年
３
月
11
日（
日
）〜
31
日（
土
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
図
書
館

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
９
）

12
月
議
会
を
開
催

▼
議
会
日
程

　

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
本
会
議
の
放
送

　

中
海
テ
レ
ビ
放
送
の
３
３
５
チ
ャ

ン
ネ
ル
で
放
送
し
ま
す
。
ま
た
、
各

公
民
館
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

◇
生
放
送

　

午
前
10
時
〜
議
会
終
了

◇
録
画
放
送
（
繰
り
返
し
）

　

当
日
の
午
後
７
時
〜
深
夜
２
時

※
放
送
時
間
は
変
更
の
場
合
あ
り
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

議
会
事
務
局
議
事
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
８
）

市
議
会
議
員
一
般
選
挙

　

任
期
満
了
に
伴
う
市
議
会
議
員
一

般
選
挙
を
来
年
２
月
４
日
（
日
）
に

実
施
す
る
予
定
で
す
。
詳
細
は
市
報

１
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

【
立
候
補
予
定
者
説
明
会
】

　

市
議
会
議
員
一
般
選
挙
に
立
候
補

予
定
の
人
は
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

12
月
21
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜

▼
と
こ
ろ　

市
民
会
館
大
会
議
室

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
８
２
）

季
節
金
融
対
策
資
金
融
資

▼
対　

象

　

市
内
で
１
年
以
上
の
事
業
実
績
が

あ
り
、
市
税
の
滞
納
が
な
く
、
中
小

企
業
信
用
保
険
法
の
適
用
を
受
け
る

こ
と
の
で
き
る
中
小
企
業
者

▼
貸
付
限
度
額　

３
０
０
万
円

▼
貸
付
期
間　

６
カ
月
以
内

▼
申
し
込
み
方
法

　

期
間
中
に
、
山
陰
合
同
銀
行
、
鳥

取
銀
行
、
島
根
銀
行
、
米
子
信
用
金

庫
、
鳥
取
西
部
農
業
協
同
組
合
の
市

内
各
支
店
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

▼
申
込
期
間

　

12
月
７
日
（
木
）
〜
14
日
（
木
）

▼
融
資
の
決
定

　

融
資
枠
を
超
え
る
申
し
込
み
が

あ
っ
た
場
合
は
、
抽
選
と
し
ま
す
。

※
融
資
に
は
、
金
融
機
関
所
定
の
手

続
き
・
審
査
が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
農
政
課
商
工
振
興
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
６
）

労
働
保
険
の
加
入
手
続
き

　

人
手
不
足
が
叫
ば
れ
る
昨
今
、
社

長
の
あ
な
た
が
も
し
も
求
職
中
だ
っ

た
ら
、
労
働
保
険
に
入
っ
て
い
な
い

会
社
を
選
び
ま
す
か
。

　

人
は
、
安
心
で
き
な
い
環
境
で
働

き
た
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
。

　

労
働
保
険
は
、
人
材
確
保
、
社
員

の
安
心
、
そ
し
て
会
社
の
安
定
の
た

め
の
保
険
で
す
。

　

正
社
員
、
派
遣
、
ア
ル
バ
イ
ト
、

パ
ー
ト
と
い
っ
た
雇
用
形
態
に
関
わ

ら
ず
、
１
人
で
も
雇
っ
た
ら
必
ず
入

る
の
が
事
業
主
の
責
任
で
す
。

　

加
入
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
事

業
主
は
、
速
や
か
に
手
続
き
を
し
ま

し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
、
鳥
取
労
働
局
ま
た
は

最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
・
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公
共
職
業
安
定
所
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
労
働
局　

労
働
保
険
徴
収
室

　
（
☎
０
８
５
７
‐
29
‐
１
７
０
２
）

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ  

12 月 6 日（水）
本会議　◇市政概要報告
　　　　◇議案上程 ほか

　11 日（月） 本会議　◇一般質問

　　12 日（火） 本会議　◇一般質問

　　13 日（水）
本会議　◇一般質問
本会議　◇請願・陳情上程 ほか

14 日（木）～ 19 日（火） 　常任委員会

20 日（水） 　特別委員会　　　　

22 日（金） 本会議　◇各委員長報告 ほか

市報さかいみなと　14
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入
札
結
果
の
公
表

　

予
定
価
格
が
１
千
万
円
以
上
の
工

事
（
業
務
）
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

管
理
課
管
理
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
７
６
）

境

さ

ん

こ

節

市

文

化

財

指

定

　

港
湾
の
成
長
と
共
に
脈
々
と
歌
い

継
が
れ
た
境
さ
ん
こ
節
は
、
境
港
の

歴
史
を
伝
え
る
文
化
財
と
し
て
、
市

文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

▼
文
化
財
の
名
称　

境
さ
ん
こ
節

▼
指
定
年
月
日　

11
月
６
日
（
月
）

▼
保
持
団
体　

境
さ
ん
こ
節
保
存
会

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
文
化
体
育
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
３
）

国
民
健
康
保
険
税
等
の

納
付
額
確
認
書
の
送
付

　

前
回
の
確
定
申
告
の
際
に
、
市
役

所
の
窓
口
で
平
成
28
年
分
の
国
民
健

康
保
険
税
お
よ
び
介
護
保
険
料
の
納

付
額
確
認
書
の
交
付
を
受
け
た
人
に

対
し
、
平
成
29
年
分
の
納
付
額
確
認

書
を
送
付
し
ま
す
。

▼
対　

象

　

平
成
28
年
分
の
国
民
健
康
保
険
税

お
よ
び
介
護
保
険
料
の
納
付
額
確
認

書
の
交
付
を
受
け
た
人

▼
送
付
内
容

　

平
成
29
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
に
納
付
さ
れ
た
国
民
健
康
保

険
税
お
よ
び
介
護
保
険
料

※
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
市
民

課
窓
口
で
の
発
行
に
な
り
ま
す
。

▼
送
付
時
期　

来
年
１
月
下
旬

▼
問
い
合
わ
せ
先　

収
税
課
収
納
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
１
３
）

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
の
送
付

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で

す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
社
会
保

険
料
控
除
を
申
告
す
る
た
め
に
は
、

11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
送

付
さ
れ
て
い
る
「
社
会
保
険
料
（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
な

ど
の
添
付
が
必
要
で
す
。（
今
年
10

月
１
日
以
降
、
初
め
て
保
険
料
を
納

付
し
た
人
に
は
、
来
年
２
月
上
旬
に

送
付
予
定
で
す
。）

　

ま
た
、
家
族
の
保
険
料
を
納
付
し

た
と
き
は
、
納
付
し
た
人
が
社
会
保

険
料
控
除
を
申
告
す
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。

　

控
除
証
明
書
が
無
い
場
合
や
、
控

除
証
明
書
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
保

険
料
を
後
か
ら
納
め
た
場
合
は
、
領

収
書
を
提
出
す
る
か
、
日
本
年
金
機

構
で
控
除
証
明
書
の
再
発
行
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
０
０
４
）

◇
日
本
年
金
機
構
米
子
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
（
☎
34
‐
６
１
１
１
）

高
齢
者
の
障
害
者
控
除
認
定

　

65
歳
以
上
で
次
の
状
態
に
該
当
す

る
人
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
等
を

持
っ
て
い
な
く
て
も
、
市
長
の
認
定

が
あ
れ
ば
所
得
税
お
よ
び
地
方
税
の

障
害
者
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

認
定
を
希
望
す
る
人
は
、
長
寿
社

会
課
に
あ
る
「
障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
申
請
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
調
査
後
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て

郵
送
し
ま
す
。

　

交
付
さ
れ
た
認
定
書
を
確
定
申
告

時
に
提
出
し
、
障
害
者
控
除
の
適
用

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
対　

象

　

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
で
次

の
要
件
を
満
た
す
人

◇
精
神
ま
た
は
身
体
に
障
が
い
が
あ　

　

り
、
そ
の
程
度
が
精
神
ま
た
は
身

　

体
障
が
い
者
に
準
ず
る
人

◇
６
カ
月
以
上
寝
た
き
り
で
、食
事
・

　

排
便
等
の
日
常
生
活
に
支
障
の
あ

　

る
人

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
社
会
課
高
齢
者
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
３
９
）

農
業
委
員
会
情
報

農
地
や
用
水
路
へ
の
不
法
投
棄
に
つ
い
て

　

市
内
の
農
地
や
用
水
路
等
に
対
し
、

家
電
や
家
庭
ご
み
な
ど
の
不
法
投
棄

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

不
法
投
棄
と
は
、
廃
棄
物
を
適
正

に
処
理
せ
ず
、
み
だ
り
に
農
地
（
自

ら
の
土
地
を
含
む
）
や
用
水
路
等
に

捨
て
る
行
為
で
す
。

　

空
き
缶
、
た
ば
こ
の
吸
殻
な
ど
軽

微
な
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
も
不
法
投
棄

に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
行
為
は
農
地
利
用
の
妨

げ
と
な
っ
た
り
、
水
路
の
詰
ま
り
等

の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
絶
対
に
行

わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
不
法
投
棄
の
多
く
は
荒
廃

地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

土
地
所
有
者
は
荒
廃
地
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、
草
を
刈
る
な
ど
適
正
な

管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
３
）

種 別 測量・設計 測量・設計

工 事 名
（ 業 務 名 ）

外江地区汚水枝線
設計業務委託
（その１）

渡地区汚水枝線
設計業務委託
（その６）

入 札 日 10 月 24 日 11 月 9 日

予 定 価 格 14,846 千円 25,242 千円

落 札 額 13,716 千円 19,769 千円

落 札 率 92.4% 78.3%

落 札 者
㈱古川コンサルタント
境港営業所

シンワ技研コンサルタント㈱
境港営業所

有　

料　

広　

告
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有　

料　

広　

告

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ
情
報

【
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
イ
・
シ
ル
バ
ー
デ
イ
】

　

女
性
・
65
歳
以
上
の
人
は
割
引

▼
と　

き　

毎
月
第
２
・
３
月
曜
日　

◇
大　

人　

５
１
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

【
各
種
割
引
】

▼
高
齢
者
料
金

　

70
歳
以
上
の
人
は
常
時
３
０
０
円

▼
時
間
帯
割
引

　

正
午
ま
で
の
入
館
女
性
は
割
引

◇
大　

人　

５
１
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

▼
家
族
割
引

　

家
族
連
れ
の
小
・
中
学
生
は
割
引

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

▼
誕
生
日
割
引　

誕
生
日
の
人
は
入

浴
料
が
無
料
（
要
証
明
）

【
薬
湯
の
日
】

◇
女　

湯　

毎
週
月
曜
日

◇
男　

湯　

毎
週
水
曜
日

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
４
０
６
０
）

夢
み
な
と
タ
ワ
ー
情
報

【
第
16
回 

夢
み
な
と
美
術
館
】

▼
と　

き

　

12
月
２
日
（
土
）
〜
10
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
料　

金　

入
場
無
料

【
夢
み
な
と
タ
ワ
ー

　
　
　
　
　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
】

▼
と
き
・
と
こ
ろ

　

12
月
２
日
（
土
）
〜
25
日
（
月
）

◇
１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ロ
ビ
ー
（
無

　

料
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
８
時

◇
展
望
室
（
有
料
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
12
月
16
日
（
土
）
〜
25
日
（
月
）

は
午
後
８
時
ま
で

※
12
月
23
日
（
土
・
祝
）
〜
25
日
（
月
）

は
展
望
室
で
限
定
カ
フ
ェ
オ
ー
プ
ン

【
夢
み
な
と
タ
ワ
ー
「
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
」
／
夢
み
な
と
工
房
ス
ペ

シ
ャ
ル
】

▼
と　

き

　

12
月
16
日
（
土
）、
17
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

▼
料　

金　

入
場
無
料

【
初
日
の
出
を
見
よ
う
！
】

▼
と　

き

　

来
年
１
月
１
日
（
月
・
祝
）

※
元
日
は
午
前
７
時
か
ら
９
時
ま
で

展
望
室
を
無
料
開
放
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
３
８
０
０
）

新

春

の

つ

ど

い

　

平
成
30
年
の
新
春
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
新
春
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま

す
。

　

参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
会
費
を

添
え
て
、
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
と　

き　

来
年
１
月
４
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
11
時
〜

▼
と
こ
ろ　

市
民
会
館
大
会
議
室

▼
会　

費　

５
０
０
円

※
酒
類
の
飲
食
は
行
い
ま
せ
ん

▼
申
込
期
限　

12
月
８
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

◇
秘
書
課　

　
（
☎
47
‐
１
０
０
５
）

◇
各
公
民
館

納

税

相

談

　

災
害
、
病
気
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

や
む
を
得
ず
納
期
限
ま
で
に
市
税
を

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
差
押
え
や
財
産
の
換
価

（
売
却
）
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
相
談
く
だ
さ
い
。

【
夜
間
の
納
税
相
談
】

　

平
日
の
昼
間
に
仕
事
な
ど
で
、
市

税
の
納
付
や
相
談
に
来
ら
れ
な
い
人

は
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き

　

12
月
26
日
（
火
）、
来
年
１
月
31

日
（
水
）

　

午
後
５
時
15
分
〜
８
時

▼
と
こ
ろ　

収
税
課
窓
口

▼
取
り
扱
い
税
目

　

個
人
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税

※
納
税
通
知
書
等
を
紛
失
し
、
納
め

る
金
額
が
わ
か
ら
な
い
人
は
あ
ら
か

じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

収
税
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
２
０
）

司
法
書
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会

▼
と　

き　

12
月
15
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
６
時
〜
８
時

▼
と
こ
ろ

　

米
子
市
文
化
ホ
ー
ル　

研
修
室
１

▼
内　

容

　

相
続
・
遺
言
、
不
動
産
の
贈
与
・

売
買
、
借
金
・
多
重
債
務
問
題
、
そ

の
他
の
法
律
問
題
な
ど

※
前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
司
法
書
士
会

　
（
☎
０
８
５
７
‐
24
‐
７
０
２
４
）

催催  

しし
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創
業
・
教
育
ロ
ー
ン
相
談
会

　

創
業
・
教
育
ロ
ー
ン
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

年
末
資
金
の
相
談
も
承
り
ま
す
。

▼
と　

き　

12
月
12
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
５
時

▼
と
こ
ろ

　

境
港
商
工
会
議
所
１
階
展
示
室

※
予
約
は
不
要
で
す
が
、
事
前
予
約

も
受
け
付
け
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
米
子
支
店

　
　
　
　
　
　
（
☎
34
‐
５
８
２
１
）

日
本
画
家
・
綾
木
い
づ
み
さ
ん
の

作

品

展

示

　

境
港
市
出
身
の
日
本
画
家
・
綾
木

い
づ
み
さ
ん
の
作
品
を
関
係
者
か
ら

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

作
品
は
、文
化
ホ
ー
ル（
喫
茶
コ
ー

ナ
ー
）
で
展
示
し
て
い
ま
す
。
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
文
化
体
育
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
２
）

家

庭

の

日

絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
作
品
巡
回
展
示

　

青
少
年
育
成
鳥
取
県
民
会
議
で
は
、

毎
月
第
３
日
曜
日
を
家
庭
の
日
と
し
、

青
少
年
健
全
育
成
の
啓
発
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

深
め
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
絵

画
作
品
を
募
集
し
、
入
賞
作
品
の
巡

回
展
示
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き　
　
　
　
　

　

12
月
８
日
（
金
）
〜
14
日
（
木
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
と
こ
ろ　

　

米
子
市
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー 

※
毎
週
火
曜
日
は
休
館

▼
入
場
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
１
）

市
精
神
障
が
い
者
当
事
者
会

　

仲
間
と
過
ご
し
、
ほ
っ
と
一
息
つ

け
る
時
間
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

外
に
出
か
け
る
き
っ
か
け
に
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

▼
対　

象

　

市
内
に
お
住
ま
い
で
精
神
疾
患
の

診
断
が
あ
る
人

▼
と　

き　

12
月
21
日
（
木
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
２
階
和
室

▼
内　

容

　

み
ん
な
で
歌
を
歌
っ
た
り
、お
茶
・

お
菓
子
を
食
べ
な
が
ら
交
流
し
ま
す
。

▼
参
加
費　

１
０
０
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
成
人
保
健
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
１
）

第
３
回
境
港
カ
ニ
カ
ニ
マ
ラ
ソ
ン
大
会

▼
と　

き　

来
年
３
月
４
日
（
日
）

◇
受　

付　

午
前
８
時
〜
８
時
50
分

◇
開
会
式　

午
前
９
時
〜
９
時
15
分

◇
競
技
開
始
時
間

・
８
㎞　

　

午
前
９
時
40
分

・
３
㎞　

　

午
前
10
時

・
１
・
５
㎞　

午
前
10
時
５
分

◇
表
彰
式
・
閉
会
式

　

午
前
11
時
30
分
（
予
定
）
〜 

▼
コ
ー
ス

　

境
港
水
産
物
卸
売
市
場
７
号
上
屋

南
側
駐
車
場
発
着

▼
部
門
・
距
離

◇
親
子
の
部
・
小
学
生
低
学
年
の
部 　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

１
・
５
㎞

◇
小
学
生
高
学
年
の
部
・
一
般
（
中

　

学
生
含
む
）
の
部　

　
　
　

３
㎞

◇
一
般
の
部
・
一
般
シ
ニ
ア
の
部　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
㎞

▼
申
し
込
み
方
法

　

往
復
は
が
き
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
実
行
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
別
途
、
参
加
費
が
必
要
で
す
。

▼
申
込
期
限　

来
年
１
月
15
日（
月
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

【
誘
導
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中
】

▼
申
し
込
み
方
法

　

電
話
で
事
務
局
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

来
年
１
月
31
日（
水
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

カ
ニ
カ
ニ
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会

（
☎
０
９
０
‐
５
２
６
４
‐
３
２
９
２
）

◇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

h
ttp

://w
w
w
.ch

u
k
ai.n

e.jp
/

　

̃k
an

ik
an

i-sak
ai/in

d
ex

.h
tm

l

有　

料　

広　

告

  妊 活 相 談
　　～お子さんを希望される人の相談日～

　これから妊娠・出産を考えている人に専門の相談員（不妊カウン

セラー）による相談日を設けました。

　妊娠・出産に関わること、避妊方法や不妊治療など、知っておき

たい内容などについて相談できます。

▼と　き　１２月１７日（日）　午前９時～正午

▼ところ　保健相談センター講堂

▼相談担当者　飯塚敏子さん

　　　　（ミオ・ファティリティ・クリニック　不妊カウンセラー）

※事前予約制。当日受付の場合、お時間をいただくことがあります。

　不妊治療費助成

　　不妊治療を受ける人に経済面のサポートもしています。

　 ▼対　象　不妊検査費および一般不妊治療費（保険適用分）、

　　　　　　特定不妊治療費、人工授精

▼問い合わせ先　健康推進課母子保健係　（☎４７－１０４０）

17　平成２９年１２月
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サ
ッ
カ
ー
＆
た
い
い
く
教
室

▼
対　

象　

年
中
〜
小
学
３
年
生

▼
と　

き　

12
月
23
日
（
土
・
祝
）　

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ　

第
２
市
民
体
育
館

▼
内　

容

　

サ
ッ
カ
ー
と
体
育
（
鉄
棒
、
と
び

箱
、
マ
ッ
ト
運
動
ほ
か
）

▼
準
備
品

　

サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
、
上
靴
、
運
動

が
で
き
る
服
装
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

▼
参
加
費　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先　

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ウ
ル
ト
ラ

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
（
☎
57
‐
５
１
７
０
）

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

フ
ル
ー
ト
の
調
べ
♪

▼
と　

き　

12
月
15
日
（
金
）

　
　
　

午
後
７
時
30
分
〜
８
時
40
分

▼
と
こ
ろ　

文
化
ホ
ー
ル

▼
参
加
費　

無
料

▼
出　

演　

稲
田
真
司
さ
ん

▼
曲　

目

　

カ
ル
メ
ン
幻
想
曲
、
ク
リ
ス
マ
ス

メ
ド
レ
ー　

ほ
か

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
文
化
振
興
財
団

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
０
４
）

行
政
事
務
嘱
託
職
員
（
非
常
勤
）

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
窓
口
で
配
布

の
実
施
要
項
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
職
種
・
人
数

◇
一
般
事
務
補
助
員　

　

３
人
程
度

◇
介
護
保
険
要
介
護
認
定
訪
問
調
査

　

員　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
人

◇
相
互
援
助
活
動
調
整
員　

　

１
人

◇
環
境
整
備
員　

　
　
　
　
　

２
人

◇
保
育
士　

　
　
　
　
　
　
　

３
人

◇
公
民
館
主
事　

　
　
　
　
　

３
人

◇
学
校
主
事　

　
　
　
　
　
　

１
人

◇
学
校
主
事
補
助（
障
が
い
者
雇
用
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
人

▼
年
齢
・
資
格
要
件
な
ど

　

各
職
種
の
実
施
要
項
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

▼
採
用
予
定
日

　

来
年
４
月
１
日
（
日
）

▼
応
募
期
限　

来
年
１
月
９
日（
火
）

▼
試
験
日　

来
年
１
月
21
日
（
日
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課
職
員
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
０
９
）

物
品
・
役
務
・
業
務

委
託
等
受
注
希
望
者

　

平
成
30
〜
32
年
度
に
市
が
発
注
す

る
物
品
、
役
務
、
業
務
委
託
（
建
設
・

補
償
コ
ン
サ
ル
、
測
量
、
地
質
調
査
、

道
路
・
公
園
に
係
る
も
の
を
除
く
）

の
受
注
に
必
要
な
登
録
申
請
を
受
け

付
け
ま
す
。

　

希
望
者
は
、
総
務
課
管
財
係
に
あ

る
申
請
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
で
登
録
申
請
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
（
平
成
27
〜
29
年
度
）
登
録

済
み
の
場
合
も
再
度
申
請
が
必
要
で

す
。

▼
申
請
期
限　

来
年
２
月
９
日（
金
）

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
管
財
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
１
３
）

気
軽
に
筆
談
セ
ミ
ナ
ー
受
講
者

　

日
常
生
活
の
中
で
音
声
情
報
を
得

に
く
い
聴
覚
障
が
い
者
等
へ
、
文
字

情
報
提
供
が
気
軽
に
で
き
る
よ
う
、

筆
談
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
え
ま
す
。

▼
対　

象

　

筆
談
に
関
心
の
あ
る
人
、
仕
事
で

窓
口
対
応
に
携
わ
る
人

▼
と　

き

　

来
年
１
月
14
日
（
日
）、16
日
（
火
） 

　

午
前
10
時
〜
正
午

※
受
け
付
け
は
午
前
９
時
30
分
〜

▼
と
こ
ろ　

米
子
市
公
会
堂

▼
内　

容　

実
技
お
よ
び
講
義

▼
定　

員　

各
30
人

▼
受
講
料　

無
料

▼
申
し
込
み
方
法

　

福
祉
課
窓
口
に
あ
る
申
込
書
に
記

入
し
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、

電
子
メ
ー
ル
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

申
込
書
は
、
と
っ
と
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
バ
ン
ク
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

h
ttp

://w
w
w
.to

rv
ic.jp

/ev
en

t

　

/d
etail.p

h
p
?id

=3
5
6

▼
申
込
期
限

　

来
年
１
月
10
日
（
水
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
６
８
３
‐
０
８
４
２

　

米
子
市
三
本
松
３
丁
目
14
‐
23

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
全
国
要
約

筆
記
問
題
研
究
会
鳥
取
県
支
部
事
務

局　
　
　
（
☎
・
FAX

22
‐
２
３
０
１
）

Mailzen
y
o
to
tto

ri@
y
ah

o
o
.co

.jp

深
田
川
・
渡
団
地
宅
地

分

譲

希

望

者

　

鳥
取
県
住
宅
供
給
公
社
で
は
、
市

内
の
次
の
宅
地
に
つ
い
て
、
分
譲
希

望
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
深
田
川
団
地
】

▼
販
売
区
画
数　

２
区
画

▼
販
売
単
価

　

３
・
３
㎡
（
１
坪
）
あ
た
り
６
万

９
千
円

※
１
㎡
あ
た
り
２
・
１
万
円

▼
面
積
・
販
売
価
格

◇
区
画
①

　

２
５
９
・
02
㎡
（
78
・
35
坪
）

　

５
４
３
万
９
千
円

◇
区
画
②

　

２
５
９
・
07
㎡
（
78
・
37
坪
）

　

５
４
４
万
円

▼
所
在
地　

蓮
池
町

▼
校　

区

　

上
道
小
学
校
・
第
一
中
学
校

▼
道　

路

◇
幹
線
道
路
幅
員　

17
〜
22
ｍ

◇
区
画
道
路
幅
員　

６
ｍ

【
渡
団
地
】

☆
販
売
価
格
を
引
き
下
げ
ま
し
た
。

▼
販
売
区
画
数　

３
区
画

▼
販
売
単
価

　

３
・
３
㎡
（
１
坪
）
あ
た
り
３
万

６
千
円

※
１
㎡
あ
た
り
１
・
１
万
円

▼
面　

積

　

２
９
２
・
94
㎡
（
88
・
61
坪
）
〜

３
３
１
・
38
㎡
（
１
０
０
・
24
坪
）

▼
販
売
価
格

　

３
２
２
万
２
千
円
〜
３
６
４
万
５

千
円

▼
所
在
地　

渡
町

▼
校　

区

　

渡
小
学
校
・
第
三
中
学
校

▼
道　

路

　

区
画
道
路
幅
員　

６
ｍ

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
住
宅
供
給
公
社　

西
部
事

務
所　

　
　
　
（
☎
32
‐
９
２
０
１
）

募募  

集集

川

渡
団
地
宅
地
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第
７
回
境
港
さ
か
な
の
達
人
検
定

　

境
港
の
さ
か
な
の
達
人
を
育
成
す

る
検
定
試
験
で
す
。

▼
と　

き　

２
月
18
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
11
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ

　

境
港
商
工
会
議
所
３
階
大
ホ
ー
ル

▼
受
験
資
格　

小
学
生
以
上

▼
受
験
料　

千
円

▼
冊
子
（
境
の
さ
か
な
（
２
０
１
７

年
度
版
））
代

　

千
円
（
送
料
別
途
３
０
０
円
）

▼
受
験
内
容　

◇
達
人
検
定
（
初
級
）

◇
ス
ー
パ
ー
達
人
検
定
（
上
級
）

▼
申
込
期
限　

２
月
９
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
（
一
社
）
境
港
水
産
振
興
協
会

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
６
６
６
８
）

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
米
子

２
月
入
所
生（
離
職
者
対
象
）

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
米
子
で
は
職

業
訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
も

の
づ
く
り
の
技
能
・
技
術
お
よ
び
専

門
知
識
を
身
に
つ
け
る
訓
練
を
行
っ

て
お
り
、
初
心
者
も
基
礎
か
ら
学
べ

る
の
で
安
心
で
す
。

　

ま
た
、
就
職
支
援
の
シ
ス
テ
ム
も

充
実
し
て
い
ま
す
。
手
に
職
を
つ
け

た
い
、
自
分
に
足
り
な
い
と
こ
ろ
を

身
に
つ
け
た
い
と
い
う
求
職
者
に
お

す
す
め
の
訓
練
で
す
。

▼
訓
練
期
間

　

来
年
２
月
２
日
（
金
）
〜
７
月
26

日
（
木
）

▼
募
集
訓
練
科

　

Ｃ
Ａ
Ｄ
・
Ｎ
Ｃ
加
工
技
術
科
（
６

カ
月
訓
練
）

▼
募
集
定
員　

15
人

▼
募
集
期
間

　

12
月
11
日
（
月
）
〜
来
年
１
月
15

日
（
月
）

▼
入
所
資
格　

求
職
中
の
人

▼
受
講
料　

無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
等
の
実
費
が
別
途
必

要
で
す
。

▼
そ
の
他

　

雇
用
保
険
受
給
者
で
諸
条
件
を
満

た
さ
れ
る
人
は
訓
練
最
終
日
ま
で
受

給
期
間
が
延
長
さ
れ
ま
す
。

　

雇
用
保
険
受
給
者
以
外
の
人
も
一

定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
職
業
訓
練
受

講
給
付
金
を
受
給
し
な
が
ら
受
講
で

き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
先

　

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

※
12
月
22
日
（
金
）、
来
年
１
月
11

日
（
木
）
に
見
学
会
、12
月
27
日
（
水
）

に
体
験
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
興

味
を
お
持
ち
の
人
は
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
米
子　

訓
練

科　
　
　
　
　
（
☎
27
‐
５
１
１
５
）

informationinformationinformationinformation

住民基本台帳閲覧者一覧（平成２８年１１月～２９年１０月）　
　住民基本台帳法第１１条第３項および第１１条の２第１２項、住民基本台帳の

一部の写しの閲覧および住民票の写しなどの交付に関する省令第３条の規定に基

づき、下記のとおり公表します。

閲覧目的
閲覧者名

閲覧日 閲覧範囲
名　称 代表者（管理者）

通信利用動向調査 総務省情報通信国際戦
略局長

平成 28 年
11 月 15 日 20 歳以上から 172 件

美術館に関する意識調査 鳥取県 平成 28 年
12 月 2 日

平成 12 年 4 月 2 日以前に生まれた者
から 298 件

省エネ意識・取組状況アンケート 鳥取県 平成 28 年
12 月 15 日 18 歳以上の世帯主から 86 件

全国たばこ喫煙者率調査 日本たばこ産業株式会
社

たばこ事業本部
Ｍ＆Ｓ企画部長　西谷圭一

平成 28 年
12 月 21 日

馬場崎町の昭和 2年 5月 1日～平成 9
年 4月 30 日生まれの者から 20 件

鳥取の地域活動の現状意識に関す
る調査 鳥取県 平成 29 年

1 月 31 日
平成 10 年 4 月 2 日以前に生まれた者
から 182 件

6 月全国個人視聴率調査 ＮＨＫ放送文化研究所 世論調査部長　大滝昭彦 平成 29 年
4 月 26 日

誠道町、中野町の 7歳以上（平成 22
年 12 月 31 日までに生まれた者）から
24 件

第 71 回読書世論調査 毎日新聞社 世論調査室長　中村篤志 平成 29 年
5 月 24 日 夕日ヶ丘 1丁目から 12 件

鳥取県の政策に関する県民意識調
査 鳥取県 平成 29 年

6 月 29 日
平成 11 年 4 月 2 日以前に生まれた者
から 182 件

東京オリンピック・パラリンピッ
クについての意識調査 ＮＨＫ放送文化研究所 世論調査部長　吉田理恵 平成 29 年

8 月 25 日
外江町の 20 歳以上（平成 9年 12 月末
日までに生まれた者）から 12 件

国民健康・栄養調査 鳥取県 平成 29 年
9 月 27 日

新屋町の一部から平成 28 年 11 月 1 日
以前に生まれた者 50 件

暮らしのなかの困りごとに関する
全国調査 国立大学法人東京大学 社会科学研究所長　大沢真

理
平成 29 年
9 月 29 日

誠道町の 20 歳以上（平成 9年 10 月末
日までに生まれた者）から 24 件

▼問い合わせ先
　市民課市民係
　（☎４７－１０３３）
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美哉幼稚園 びさい交流会
【びさいフェスティバル】

▼と　き　１２月９日（土）　午前９時～正午

▼ところ　文化ホール

【わくわくクラブ 「手形足形アート」】

　ペタペタと押しまくろう！！

▼と　き　１２月１４日（木）

　　　　　午前１０時～１１時３０分

※汚れてもいい服装でお越しください。

【園庭・えほん館の開放】

　毎日、園庭とえほん館を開放し、未就園児にも絵本の貸

し出しをしています。

▼問い合わせ先　美哉幼稚園　（☎４２－２８３９）

　内容についての詳細は、各施設に直接お問

い合わせください。

　記事中に特に明記がない場合、会場は問い

合わせ先と同じです。

聖心幼稚園 にこにこひろば
【にこにこクリスマス】

▼と　き　１２月９日（土）　午前１０時～１１時３０分

　　　　　※事前申し込みが必要

▼ところ　遊戯室

▼定　員　２０組

【園庭解放】

　未就園児を対象に園庭開放しています。

▼対　象　未就園児親子、在園児親子

▼と　き　◇平　日　午前１０時～正午

　　　　　◇土曜日　午前９時～正午

▼問い合わせ先　聖心幼稚園　（☎４２－２０４０）

子育てひろば

きらきら・ひまわり情報
【巡回子育てプレイランド】

▼と　き　１２月８日（金）　午前１０時～１１時３０分

　　　　　※事前申し込み不要

▼ところ　中浜公民館

▼内　容　「ひまわり」のおもちゃを持って出かけます。

　　　　　一緒に遊びましょう。

※各施設では、親子で遊べるプレイルームを開放し、子育

てについての相談に応じるほか、下記の日程（きらきらタ

イム・ひまわりタイム）で親子ふれあい遊びやおはなし会

などを行っています。お気軽にお出かけください。

【きらきらタイム】

　◇と　き　毎週木曜日　午前１１時～

　◇ところ　こども支援センター「きらきら」

【ひまわりタイム】

　◇と　き　第１～第３火曜日　午前１０時３０分～

　◇ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼問い合わせ先

　◇こども支援センター「きらきら」　

　　　　　　　　　　　　　　　　（☎４５－０１１６）

　◇地域子育て支援センター「ひまわり」　

　　　　　　　　　　　　　　　　（☎２１－８１０３）

市報さかいみなと　20



　
おむつ利用券のご案内

　１歳未満のお子さんを対象に、３カ月ごとにおむつ

利用券（１回の申請につき３，０００円分）を交付して

います。１２月の対象者は下記のとおりです。申請が

まだの人は、お早めに窓口までお越しください。

※お子さんの誕生月が平成２９年１月、４月、７月の人

は、１２月２８日（木）が申請期限ですので、ご注意く

ださい。

※平成２９年５月、６月生まれのお子さんの場合、６

カ月児健康診査の際にも申請できます。

▼申請に必要なもの　◇母子手帳

　　　　　　　　　　◇印章（初回の人のみ）

▼申請・問い合わせ先

　子育て支援課育児支援係　（☎４７－１０７７）

お子さんの誕生月 参　考

１回目 平成 29 年 7 月～ 9月 出生月の３～５カ月後

２回目 平成 29 年 4 月～ 6月 出生月の６～８カ月後

３回目 平成 29 年 1 月～ 3月 出生月の９～１１カ月後

内　容 と　き ところ

絵本とおはなしの部屋
（おはなしポケットの会）

毎月第１土曜日 14：00 ～ 15：00 市民図書館（本館）

毎月第３金曜日 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

絵本と紙しばいを楽しむ会
（朗読なぎさ会）

毎月第２土曜日 14：00 ～ 15：00 市民図書館（本館）

毎月第１金曜日 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

おしゃべりたんぽぽおはなし会
（おしゃべりたんぽぽ）

毎月第３土曜日 14：00 ～ 15：00 市民図書館（本館）

毎月第４金曜日 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

親子で絵本を楽しむ会
（境港親と子どもの劇場）

毎週水曜日（※） 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

☆おはなし広場
絵本やお話を楽しみませんか。妊婦さんの参加もお待ちしています。

▼問い合わせ先　生涯学習課生涯学習係　（☎４７－１０９１）

☆乳幼児健康診査・相談の日程
内　容 と　き 対　象 会場・問い合わせ先

６カ月児
健康診査

 12月13日（水）
12：45 ／ 13：15

平成 29 年 5 月生まれの幼児

健康推進課
（☎ 47-1042）
※妊活相談以外は、
　母子健康手帳を持参

会場：保健相談センター

来年 1月 24 日（水） 平成 29 年 6 月生まれの幼児

１歳６カ月児
健康診査

 12月14日（木）
12：50 ／ 13：25

平成 28 年 5 月生まれの幼児

来年 1月 18 日（木） 平成 28 年 6 月生まれの幼児

３歳児
健康診査

 12月07日（木）
12：45 ／ 13：15

平成 26 年 11 月生まれの幼児

来年 1月 11 日（木） 平成 26 年 12 月生まれの幼児

妊産婦・乳幼児
健康相談

来年 2 月 6 日（火）

9:30 ～ 12:00（受付 10:30 まで） 妊産婦・乳幼児と保護者

妊活相談 9:30 ～ 12:00（受付 11:00 まで）２人目以降のお子さんを希望される人

離乳食講習会
10:00 ～ 10:40（5 ～ 8 カ月児）
10:50～ 11:30（9カ月～1歳6カ月児）

５カ月～１歳６カ月児と
保護者

子育て相談
 毎日　8：30 ～ 17：15
 ※「きらきら」は土・日曜日・祝祭日を除く
 　「ひまわり」は木曜日を除く

乳幼児と保護者

こども支援センター
 「きらきら」（☎ 45-0116）

地域子育て支援センター
 「ひまわり」（☎ 21-8103）

（※）来年１月３日（水）の「親子で絵本を楽しむ会」は、お休みします。

おはなしポケットの会
冬 休 み お は な し 会

▼対　象　幼児から大人まで

▼と　き　１２月２５日（月）

　　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

▼ところ　境公民館１階和室

▼内　容　

　◇ストーリーテリング

　◇絵本の読み聞かせ

　◇わらべうた、紙芝居 など

▼参加費　無料

▼問い合わせ先

　おはなしポケットの会　足立さん

　　　　　　　　　　　　　（☎４５－３０７６）

21　平成２９年１２月
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◆ホームページアドレス

 http://lib.city.sakaiminato.tottori.jp/
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お忘れなく！

固 定 資 産 税 ４ 期

国 民 健 康 保 険 税 ６ 期

後期高齢者医療保険料６期

の納期限は

１２月２８日（木）
です

・便利な口座振替をご利用ください

・納期限内に納付がない場合、納期限
後２０日以内に督促状を発送します

清掃センター・リサイクルセンターからの清掃センター・リサイクルセンターからの
お 知 ら せお 知 ら せ

▼問い合わせ先
　◇清掃センター　　　　（☎４２－３８０３）
　◇リサイクルセンター　（☎４５－８６２６）

◎可燃ごみ・軟質プラスチック類の祝日収集
≪１２月・１月の対象日≫
　１２月２９日（金・閉庁日）
　　１月　８日（月・成人の日）
※収集該当地区のみの収集となります。
※当日は施設へのごみの持ち込みはできません。

◎毎月第３日曜日 
≪家庭系ごみの受け入れ≫ 

　１２月１７日
　　　　（午前９時～正午）

◎日曜日 粗大ごみの収集サービス（有料）
　１２月１７日（午前９時～１１時）
※希望される場合は、
　事前に清掃センターにご予約ください。

☆年末年始のごみの収集・搬入については、

「年末年始の業務のお知らせ」（本紙５ページ）をご覧ください。

市報さかいみなと　22



と　き 催事名 ところ 時　間 問い合わせ先 入場料

12 月 2 日（土）
12 月 16 日（土）

古典講座「みんなで楽しく
『万葉集』を読もう」

市 民 会 館
中央公民館

14：00 ～
市民図書館
☎ 47 － 1099

無　料

12 月 10 日（日）
境港市人権ふれあい

フェスティバル
文化ホール

バザー 11：30 ～
オープニング 13：00 ～
講演会等 13：30 ～

地域振興課人権政策室
☎ 47 － 1102

無　料
（要整理券）

12 月 15 日（金）
パンセ 絵画作品展
（～ 12 月 17 日（日））

市 民 会 館
展 示 室

9：00 ～ 17：00
パンセ
☎080-2916-6488（足立）

無　料

12 月 23 日（土・祝）
絵本と紙芝居の会
（※英語多読を一緒に楽しみま
しょう）

市民図書館 14：30 ～
市民図書館
☎ 47 － 1099

無　料

境港市文化振興財団ホームページアドレス　http://sakaiminato-bunka.jp

文化施設催し物スケジュール

－境港市の人口－
　　男　：16,640 人（－ 12）
　　女　：17,863 人（－ 15）
　合　計：34,503 人（－ 27）
　世帯数：15,165 世帯（＋ 19）

　※平成 29 年 10 月末現在（）内は前月比

　※数値は外国人住民を含みます
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日
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市 民 憲 章

防災行政無線が聞き取りにくいときは

　　テレフォンサービスをご利用ください！

　☎０１２０－４４５－０４０
　　　　　　　　　　　（フリーダイヤル）

～市の花・市の木～

きく くろまつ

相談内容 と　き ところ・問い合わせ先

人 権 相 談 12 月 14 日（木） 13：00 ～ 16：00
老人福祉センター ( 浜の里 )
（問）鳥取地方法務局米子支局
　☎２２－６１６１

行 政 相 談 第２金曜日 13：00 ～ 16：00

老人福祉センター ( 浜の里 )
（問）鳥取行政評価事務所
　　行政相談室
☎０８５７－２４－５５４２

心配ごと相談 12 月 8 日（金） 13：00 ～ 16：00 老人福祉センター ( 浜の里 )
（問）社会福祉協議会
　☎４５－６１１６
※法律相談は予約が必
　要です（初回優先）
※福祉相談は相談日以外
　でも受け付けています。

法 律 相 談 12 月 15 日（金） 13：30 ～ 15：30

福　祉　相　談 12 月 22 日（金） 13：00 ～ 16：00

多重債務・法律
相  談  会

12 月 7 日（木）
12 月 17 日（日）

13：30 ～ 16：00

西部総合事務所
（問）市消費生活相談室
　☎４７－１１０６
※申し込みが必要です

相続・遺言相談 第２火曜日 10：30 ～ 12：30
老人福祉センター ( 浜の里 )
（問）鳥取県行政書士会
☎０８５７－２４－２７４４

家庭児童相談 月～金曜日 8：30 ～ 17：15
子育て支援課
　☎４７－１０７７

青 少 年 相 談 月～金曜日 8：30 ～ 17：00
青少年育成センター
　☎４７－１０１４

こころの相談
カウンセリング

12 月 18 日（月） 14：00 ～ 16：00
健康推進課
　☎４７－１０４３
　※予約制

ＤＶ（家庭内暴力）
電 話 相 談

◇心と女性の相談室　☎３１－９３０４
　受付時間：月～金曜日 8:30 ～ 17:15 ※緊急の保護には対応
◇夜間休日電話相談窓口　☎０８５８－２６－９８０７
　受付時間：夜間（毎日 17:15 ～ 8:30）、土日祝（8:30 ～ 17:15）

年金ダイヤル

ねんきんダイヤル（一般的な年金相談）
　☎０５７０－０５－１１６５
（月～金曜日 8：30 ～ 17：15、第２土曜日 9：30 ～ 16：00）

ねんきん定期便専用ダイヤル
　☎０５７０－０５８－５５５
（月～金曜日 9：00 ～ 20：00、第２土曜日 9：00 ～ 17：00）

（祝日は除く）くらしの相談日くらしの相談日

23　平成２９年１２月
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市役所へのお問い合わせは…
　市役所のどこへ問い合わせたらよいかわからない場合、

お気軽に右記の連絡先にご連絡ください。

　ご用件をお伺いし、担当部署へおつなぎします。

代表電話番号

　☎０８５９－４４－２１１１
代表ファクシミリ番号

　　  ０８５９－４４－３００１FAX

今月のげんきちゃん今月のげんきちゃん
みんな 元気いっぱい
 　　　　すくすく育ってね☆

　主に６カ月健診で取材しています。このコーナーに掲載を希望される

人は、取材職員にお声かけください。また、直接の受け付けも行ってい

ますので、地域振興課までご連絡ください。

 松浦 柚
ゆ ず

咲 ちゃん（H29.2.21 生） と

   お母さんの 紀
き み

美 さん（小篠津町）

 
  ≪お子さんへのメッセージ≫

  これからも笑顔がかわいい子でいてね

 景山 紬
つむぎ

 ちゃん（H29.2.20 生） と

   お母さんの 由
ゆ き こ

紀子 さん（中野町）

 
  ≪お子さんへのメッセージ≫ 

    元気に大きくなってね！

　今回ご紹介する「どんどろけ」は、鳥取県中部以東に郷土料理とし

て伝わっており、ご飯と一緒に炊き込んだ「どんどろけ飯」が有名で

す。給食では、１１月１３日に「豆腐の炒り煮」として提供しました。

　どんどろけは、豆腐を油で炒める際の「バチバチ」という音が雷（ど

んどろけ）の音に似ていることが名前の由来です。

　あらかじめ具材を油で炒めることで香ばしさが増し、素材の旨味が

いっそう引き立ち、薄味でもおいしく食べられます。また、豆腐や鶏

肉からたんぱく質やカルシウムが、野菜やこんにゃくから食物繊維な

どがしっかり摂取できますので、育ち盛りの子どもだけでなく、たく

さんの人に召し上がっていただきたい一品です。

□作り方
①豆腐は水気をきる。こんにゃくも洗い水気をきる。

②干ししいたけは水に浸してもどし、千切りにする。

③ごぼうはささがきにして水にさらし、アク抜きを

　する。

④人参は短冊切り、れんこんは薄くいちょうに切る。

⑤鍋に油をひいて熱し、豆腐は砕きながら炒める。

　途中で鶏肉を加えさらに炒める。

⑥鶏肉に火が通ったら、ごぼう、人参、れんこんを

　加えて炒める。

⑦⑥にひたひたより少なめの水を入れ、しいたけと

　こんにゃくを加えて煮る。

⑧調味料を加え、５分ほど混ぜながら煮る。

□材料（４人前）

○木綿豆腐  ４００ｇ（１丁）

○若鶏もも肉　　　１００ｇ

○人参　　　　　中１／２個　　　　　　 　　 

○ごぼう　　　　　　６０ｇ

○れんこん　　　　　６０ｇ

○突出しこんにゃく　６０ｇ

○干ししいたけ　　　　３枚

【調味料】

○こいくちしょうゆ　大さじ２

○砂糖　　　　　　大さじ１

○酒　　　　　　　小さじ１

○塩　　　　　　　　　少々

○油　　　　　　　大さじ１

どんどろけ（豆腐の炒り煮）

【問い合わせ先】
　境港市学校給食センター
　（☎ 21 － 2111  FAX 21 － 2112）  ４学校給食レシピ学学学学今月

の
今月
の

～美味しいレシピ教えます♪～

深瀬 陽
ひ

菜
な

乃
の

 ちゃん（H29.3.1 生） と

   お母さんの 亜
あ き

紀 さん（岬町）

 
  ≪お子さんへのメッセージ≫ 

    元気に大きく育ってね！


